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歴史のかおり

東久留⽶市の南に位置し⻄東京市、⼩平

市に隣接する南町(柳窪新⽥)

レポーターの鷺舞さんが取材していた保存樹

⽊に想いを馳せ、辺りを歩いてみました。

神明神社、庚申塔…

この地を開拓した⼈々の暮らしをほんの少し

だけ覗かせていただきました。

左は⻄東京市、右は東久留⽶市

正⾯に⾒えるのは⽥無タワー

突き当たりの信号を右に曲がると柳

窪新⽥通りが広がります。

秋⾊に染まり始めた

保存樹⽊のけやき

指定番号を数えみると

道路左側にはＮ０162〜172

ＮＯ250〜255まで計17本ありまし

た。

樹⽊名 けやき

指定第 255号

昭和48年12⽉28⽇

⾒上げれば…

天に向かう⽊々の⼒強さに元気をも

らい……

⾒下ろせば…

⻑い年⽉、⾵雪に耐えアスファルトに

根を張る姿に“頑張れ！”と…

⼈気の直売所

販売の準備をしていたＯさんに地域

の様⼦を聞くことができました。

(突然の質問にも関わらず快くお話い

ただき有り難うございました。)

先祖代々⼤切に守って来たこの地を

受け継ぎ伝統を繋いで⾏く⼤切な役

⽬があるのですね。

神明神社

どの地でも開拓者達は最初に神社を

建⽴し⼼のよりどころ求めたそうです。

ここ神明神社も当時の⼊植者

19軒の農⺠により⼿厚く祭られ今⽇

に⾄っています。

神明神社のお祭りは10⽉1⽇

夜宮(前夜祭)が盛⼤に⾏われるそう

です。

祭りの前夜、⽒⼦の皆さん宅には

様々なトンチの利いた『地⼝絵(じぐち

え)が』灯されます。

Ｏさん宅の今年の地⼝絵を⾒せてい

ただきました。

この地⼝絵は祭りの世話役さんが⽤

意するそうです。

地⼝絵

地⼝絵とは諺や芝居の台詞、格⾔

等を似た⾳に置き換えた地⼝を作り

滑稽な絵をかいたもの。

この絵には

「わたしゃ でんきで いるわいな」

電気と元気。笑っちゃいますね！

専⾨の職⼈さんが描かれるそうです。

庚申塔

江⼾時代盛んになった⺠間信仰の

⼀つ『庚申信仰』この庚申塔は明和

元年(1764)造⽴と書かれています。

庚申塔は信仰を表す他「是より左ふ

ちう道」と書かれ道標としても役⽴って

いたようです。

享保期に開拓されたこの地の⼈々の

信仰の証が250年後の今に語り継が

れて⾏く。

いつ⾒てもきれいな花が供えられてい

る庚申塔。

250年がそう遠い昔ではないと感じま

した。
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